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【将来のまちのイメージ】 
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地域住民等と一体となった商店街での活動が
活発に行われているまち 

 そのための場として、青空広場や屋上広場(①)、
天井が高くなった明るいアーケード空間(②) 、活
動交流拠点施設等*が整備されている。（*ｲﾝﾌｫﾒｰ
ｼｮﾝｾﾝﾀｰ、多目的ｲﾍﾞﾝﾄｽﾍﾟｰｽ、ﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟ、子育
て世代支援等） 

（１）賑わい 

パルム商店街沿いでの立体的な歩行者動線を含
め、26号線沿い及び住宅地側まで広がった範囲
において、街並みの連続性が保たれつつ、回遊
性が高まることで人の行き来が生まれているま
ち 

 そのために、壁面が揃い景観に配慮しつつ、商
店街に面する２階でのギャラリー（歩廊）・テラ
ス(③)や道路沿い及び街区内の歩行者空間(④)が
確保され、さらに広場や屋上広場が配置されてい
る。 

（２）回遊性 

住む人や来街する人の需要に応じた店舗構成やイ
ベント等が随時、その需要の変化に対応できてい
るまち 

 そのために、商業と連携した住民参加の組織が
まちを運営していく体制が出来ている。広場や活
動交流拠点施設は、このような組織が運営してい
る(⑤)。 

（３）時の経過への対応 

 そのために、地区計画等によって歩行者空間
（⑥）の整備が進み、合せて地域住民が守るべき
ルールも定められ、地域住民の活動も活発化し、
安全・安心なまちとなっている。 

細街路、歩行者空間及び広場・緑地等の整備が
進み安全・安心な居住環境が整ったまち 

（４）居住環境 

密集市街地の整備に伴って建設されたマンショ
ン等に移り住む人が増え、地域外からの入居者
だけに頼らない、地域での住宅需給の循環もで
きているまち 

 そのために、高経年マンションを含む再開発や
共同化等が進み、マンション居住者だけでなく、
地域の住み替え需要にも対応する多世代に対応す
る都市型住宅(⑦)の整備が進んでいる。 

（５）住宅需給 

 そのために、バス便もルート及び本数が増え、こ
れらを利用する人のための駅前の歩行者滞留空間
(⑧)が整い、駐車場、駐輪場(⑨)も適切に配置され
ている。 

道路や交通機関の整備が進み、大井町や目黒等
へ往来がし易い、交通の利便性の高いまち 

（６）交通 

 将来のまちのイメージの一部が賑わい先導地区
で達成され、まちづくり推進地域全体等でのまち
づくり活動（⑩）も始まっている。 

賑わい軸先導地区では開発整備が進み、まちづ
くり推進地域のまちづくりの起点としての拠点
が形成されているまち 

（７）拠点形成 

＊文章内の数字（例①）は例示写真番号に対応 












